






ベース画面（PIDリスト画面）だけで分かる　これだけのこと

Videoモードへの切り替え

6 7

映像・音声の情報が表示されます。
　■H.264カラーフォーマット
　　4：2：2に対応
　■H.265（HEVC）4Kにも対応

PIDの後に表示される”S”は該当のパケットがスクランブ
ルされている状態を表しています。
入力信号に対応したデスクランブルオプションが搭載され
ている場合、表示は”D”に変わり、デスクランブルされてい
ることを示します。

CCはContinuity Counterの略で、連続性指標のエラー数を表示しています。
連続性指標は、パケットに付与された0～15までの番号（繰り返し付与されます）を意味し、
この数字が飛ぶ＝パケットが欠けている状態をエラーとして”CC”の列に回数を
表示します。ブロックノイズや音声がブツブツと途切れてしまう場合は、この値を確認してみ
てください。

パケット解析、セクション解析機能により、選択したパケットの
詳細情報を確認することができます。

画面上には、常に直近10件のイベントログが表示されます。
同録オプションが搭載されている場合、ログ専用画面で任意
のログを選択すると、ログ時刻の直近から再解析することが
可能です。

前面パネルのVIDEOボタンを押す、もしくはリモート操
作画面上で映像部分をクリックすることで、映像を最大
表示するVideoモードに切り替えることが可能です。
複数音声が含まれるサービスの場合は、デコード音声
を選択可能です。
※スクランブル信号のデコードには、デスクランブル
　オプションが必要です。

※色深度10bitの場合は、条件によりBスライスのみのフレームを
　デコードしない動作モードになります。

ビットレートや受信周期などの測定値の単位や表示形式を
選択可能です。

入力信号の種別、パケットサイズ、パケットなど基本的な
情報を表示します。
パケットモード前の[+]は、ASI信号の正極性/負極性を示
します。

同期バイトエラー/連続性指標エラー/トランスポートエ
ラー/CRCエラーの合計値を表示し、入力している信号の
総合的な状態確認が可能です。

TSレートに対するVideo、Audio、Other（データ放送等）、
NULLの占有率です。

TSレートに対する各サービスの占有率です。

事業者名、サービス数などを表示します。

■左：パケット別占有グラフ

■右：サービス別占有グラフ

画面イメージ

各パケットのビットレートと、TS内での専有率を表示します。
想定したレートの値に近しいか、確認することができます。
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